
船舶事故等調査報告書 

平成２２年６月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０門第４１号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２２年２月２１日（日） ０９時１５分ごろ 

発生場所 福岡県北九州市若松区 白島国家石油備蓄基地船溜り西防波堤灯台から真

方位３３１°１,５４０ｍ付近  

（概位 北緯３４°０１.１′ 東経１３０°４３.２′） 

事故等調査の経過  平成２２年３月１１日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 漁船 厚
こう

漁
りょう

丸、４.４トン  

   ＦＯ３－３０６８７（漁船登録番号）、個人所有 

Ｂ モーターボート 海
かい

童
どう

、３.８トン 

   ２９０－５６０４７福岡、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、一級小型船舶操縦士 

Ｂ 船長、一級小型船舶操縦士 

 死傷者等 Ａ なし 

Ｂ 負傷 １人（同乗者 頭部に打撲傷） 

 損傷 Ａ 船首部に擦過傷 

Ｂ 左舷船尾部にき
．
裂を伴う擦過傷 

 事故等の経過  Ａ船は、船長Ａほか１人が乗り組み、５～６ノットの対地速力で自動操

舵により南進中、Ｂ船は、船長Ｂほか２人が乗船し、若松区黒島西方沖に

おいて、船首を東に向けて錨泊中、平成２２年２月２１日０９時１５分ご

ろ、Ａ船の船首部とＢ船の左舷船尾部とが衝突した。 

気象・海象  

 

気象：天気 晴れ、風 なし、視界 良好 

海象：波 なし 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

Ａ あり、Ｂ なし 

なし 

なし 

 Ａ船は、黒島西方沖を南進中、船長Ａが、前路

に船舶はいないものと思い込み、前方の適切な見

張りを行わなかったことから、前路で錨泊中のＢ

船に気付かなかったものと考えられる。 

 Ｂ船は、錨泊中、船長Ｂが、笛を鳴らしたう

え、大声を上げて両手を振り、Ａ船に対し警告し

たものと考えられる。 

原因 本事故は、黒島西方沖において、Ａ船が南進中、Ｂ船が錨泊中、Ａ船が

適切な見張りを行わなかったため、Ｂ船に気付かずに航行し、両船が衝突

したことにより発生したものと考えられる。 

 




